
公開講演
聴講無料 ・申込不要

一般参加歓迎

第４回学習院大学ブランディング ・ シンポジウム
第２３回生命科学シンポジウム

平成３０年７月７日 (土 )

学習院大学
午後２時～午後５時３０分 西５号館 B１教室

学習院大学
国際社会科学部　教授

伊藤　元重

「超高齢社会の到来と日本の成長戦略」

理化学研究所
医科学イノベーションハブ推進プログラム
副プログラムディレクター

桜田　一洋

「人工知能時代の新しい生命医科学」

慶應義塾大学
理工学部　准教授

慶應義塾基礎科学 ・基盤工学インスティテュート　主任研究員

牛場　潤一

「テクノロジーがもたらす医療福祉の未来」
主催：学習院大学理学部生命科学科・国際センター
後援：豊島区、学習院大学理学部同窓会
問い合せ先：国際センター（担当：野田） guic-off@gakushuin.ac.jp 

TEL： 03-5992-1024  9:00-16:45 ( 昼休み 11:30-12:30 除く )



学習院大学

第４回学習院大学ブランディング ・ シンポジウム

第２３回生命科学シンポジウム

公開講演
聴講無料・申込不要

一般参加歓迎

平成30年7月7日 （土）
午後２時～午後５時３０分

西５号館 B１教室

西5号館

JR 目白駅

西門
改札口

〈文理連携〉 超高齢社会に挑む新たなテクノロジーとビジネス

「超高齢社会の到来と日本の成長戦略」

学習院大学　国際社会科学部　教授

伊藤　元重　

超高齢社会で日本の経済社会は大きな変化を求められている。 こうした変化は日本の経済活力

を削ぐように考えられがちだ。 しかし、 技術革新、 アジアを市場として取り込むグローバル展開

など、 成長を促進する要因も少なくない。 このセミナーでは、 こうした中で日本が取り組むべき

課題について整理してみたい。

「人工知能時代の新しい生命医科学」

生命の本質は多様性にある。 しかしこれまでの生命医科学は、 統計処理によって多様性を捨

象してきた。 人工知能の進歩により、 従来とは異なる形で生命の本質に迫る挑戦が始まって

いる。 その概要を紹介する。

「テクノロジーがもたらす医療福祉の未来」

少子高齢化が進む日本は、 先進テクノロジーの開発や普及によって高品質な医療福祉サービス

を実現するための壮大な実験場でもあります。 世界が注目するこのステージを前に、 私たちは

どのように医療と福祉を 「再発明」 すればいいでしょうか？ 私たちが取り組む 「スマートリハ」

プロジェクトを例に、 その考え方を紹介します。

理化学研究所　医科学イノベーションハブ推進プログラム　
副プログラムディレクター

桜田　一洋　

慶應義塾大学　理工学部　准教授
慶應義塾基礎科学・基盤工学インスティテュート　主任研究員

牛場　潤一　

主催：学習院大学理学部生命科学科・国際センター

TEL： 03-5992-1024 9:00-16:45 ( 昼休み 11:30-12:30 除く )
問い合せ先：国際センター（担当：野田） guic-off@gakushuin.ac.jp
後援：豊島区、学習院大学理学部同窓会

グランド

午後 1:30　受付開始

午後 2:00-2:10　司会挨拶

午後 2:10-3:10

午後 3:20-4:20

JR 目白駅から徒歩 5 分

午後 4:30-5:30


